
校名・校章・校歌を決めていく上でのポイント 
１．学校種は、義務教育学校（施設一体型） ※1～9 年生が１つの学校で、ともに学びます。 

２．今回、義務教育学校として決めた校名・校章・校歌は、令和６年４月に統合予定の脇田小と砂子小の統合小学校にも使用。 
 
 

 

【校名】（決定までの流れ） 
①校名を公募。※応募対象・期間・選定基準などは次回の準備会で検討 

②準備会にて選定基準に沿った候補に絞り込み。 

③②候補について、みなさまにアンケート（よりよいと思う校名に投票） 

④準備会にて、③の意見も参考にして候補をさらに絞り込み。 

⑤脇田小・砂子小・第四中の児童生徒にアンケート（④候補の中からよりよいと思う校名に投票） 

⑥教育委員会・市議会 ⑤の意見を踏まえて校名を決定。（令和５年４～６月ごろ） 
 

【校章（校旗）】（決定までの流れ）※校名の選定状況により、内容を修正する場合があります。 

①校名決定後、校章を公募。（令和５年６月～７月ごろ）※応募対象は今後検討 

②準備会にて選定基準に沿った候補に絞り込み。 

③脇田小・砂子小・第四中の児童生徒にアンケート（②候補の中からよりよいと思う校章に投票） 
④③の意見を踏まえ、校章を教育委員会にて決定。（令和５年 11月ごろ） 

⑤決定した校章を用いた、校旗を発注・納品。  
 

【校歌】（決定までの流れ）※作詞者・作曲者との調整により、内容を修正する場合があります。 
①作詞・作曲を専門家（地域や保護者・教職員などで長けている方も含む）に依頼。 

②児童生徒・教職員などにフレーズを募集。 

③準備会でフレーズを選定。選定したフレーズを作詞・作曲担当者に伝達。 

④作詞・作曲者は、フレーズを入れ込み、曲を完成。 

⑤校歌として決定（令和６年１1 月～令和７年２月ごろ）    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

門真市教育委員会事務局 教育企画課 

             電話：06-6902-5779（直通）  

メール：kyk02@city.kadoma.osaka.jp  

盛夏の候、保護者の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。6/23（木）に第３回 第四中

学校区新しい学校づくり設立準備会を開催しました。令和８年４月の小中一貫校（義務教育学校）の開校を見据え、

令和５年度の２学期には脇田小が移転、令和６年度には脇田小と砂子小が統合します。それに向け、小中一貫校の校

名や校章・校歌、そして通学路などについてを中心に、今年度は話し合いを重ねていきます。 

 

新しい学校づくり 

通 信 
令和４年７月発行 第５号 

（発行元 門真市教育委員会） 

新しい学校の校名や通学路などについて話し合いました！ 

 ② 開校までの間、砂子小学校に登校する脇田小学校児童の通学路について 

 ① 校名・校章・校歌などの決め方について 

 

先進校視察 

担当・お問い合わせ先 

【HP からもご覧いただけます】 

次回の第４回準備会の開催までに、準備会のメンバー 

で通学路となる箇所を歩いて確認を行います。 

第４回準備会（8 月 25 日（木）19：00～ 
・校名, 校章, 校歌について（校名の選定基準や公募期間などについて） 

         ・通学路について 

         ・制服について 

校名の選定方法については、もっとスムーズに進められたらとは思いますが、校名を決め

るとなると、いろいろなアイデアがあったほうがよいと思うので、よいと思います。 

子どもたちの意見を最大限反映できるよう、校名・校章は、地域や保護者・教育委員会の思いを踏まえ

た候補を選定した上で、最後は子どもたちに１つに絞ってもらうことを大切にしました。 

教育委員会 

小１にもアンケートを取るなら、「その校名（校章）にした思いや理由」などについては、文章を少し分か

りやすくして、子どもたちに伝えたほうがよいかもしれないですね。 

他の方もおっしゃっていたように、子どもの意見を取り入れるということは良い考えだと思います。

子どもたちが大人になったときに、「自分たちが決めたんだ。」と誇りを持ってもらえると思います。 

教育委員会 

Ｄの場所は、通ってはいけない

はずのバイクなどが、通っている

時があり、危ないこともある。交

差点部分の交通専従員も可能であ

れば複数名つけてほしい。 

砂子小前の川沿いは警察の人が毎

朝登校時に来てくれているが、少し

場所を広げてもらえないのでしょう

か。あわせてバイクでＤの箇所を通

る方がいたら、子どもたちの安全の

ために取り締まってほしい。 

Ａの地点では、小学生と高校生

の登校時間が重なるのではない

か。高校生は自転車で通学するの

で、時間が重なると危ないかもし

れない。 

砂子小校区の中学生の登校と

脇田小校区の小学生の登校がち

ょうど反対向きに登校すること

になるとは思うが、中学生は集

団登校でないのと、登校時間も

小学生よりも少し遅いので、時

間は重ならないかと思います。 

四宮あたりから脇田小まで通

学している児童が砂子小に行く

際は、今までの道で、まず脇田

小まで行き、脇田小を通って砂

子小に行くんですね。どのくら

いの通学時間がかかりますか。 

脇田小までが約 20 分、脇田小

から砂子小までが約 700ｍで

10～15 分程度かかるかと思い

ます。 

次回の準備会までに、朝の登

校時間などに実際に準備会の委

員の方々と教育委員会とで、通

学路となる部分などを歩いて危

険箇所や対応策などを確認した

いと考えています。 

次回の予定 
 

今回の準備会では、制服に 

ついて保護者から意見が出さ

れました。次回以降で   

検討していきます。 


